Direction-of-Arrival Estimation Based on a Database Retrieval Technique by スティアワン, イファン
Osaka University



















平成 14 年 3 月 25 日
学位規則第 4 条第 1 項該当
工学研究科通信工学専攻











第 1 章では、データベース検索技法に基づく到来方向 CDirection-of -Arri val、 DOA) 推定の研究目的、その背景
と基本的な考え方を述べた。次に、提案法は低価格かっ大容量のメモリデバイスを活かした手法であることを主張し
た。さらに、 DOA 推定の応用、特に DOA 情報を用いて通信チャネルの使用効率が向上できることを紹介した。
第 2 章では、アレーアンテナモデルなど、後の議論に必要となる前提条件を提示した後、 DOA 推定を定式化した。
ついで、従来の様々な DOA 推定法、特に MUSIC CMultiple Signal Classification) 、 Root-MUSIC を詳しく説明
し、それらの方法の問題点を指摘した。



















本論文は、高速かっ高精度な到来方向 CDirection-of-Arrかal、 DOA) 推定を行うことを目的として、データベー










以上のように、本論文は、高速かっ高精度な DOA 推定が可能なデータベース検索技法に基づく DOA 推定法を提
案している。さらに、適応量子化とクラスタリングによりデータベース容量の低減と推定の高精度化を図っている。
以上の研究成果は、 DOA 推定の適用範囲を高速推定が重要視される高速通信の分野まで拡大するものであり、通信
工学に寄与するところが大き L、。よって本論文は、博士論文として価値あるものと認める o
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